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セルロース合成酵素は膜貫通タンパク質である触媒サブユニット CesA を中心とするタンパク質複合

体である。バクテリアのセルロース合成酵素の場合、その機能上の最小構成単位は CesAと CesBという

二つのタンパク質からなる CesAB 複合体である。この CesABについては 2013 年に X線結晶構造解析

で構造モデルが提案されたが、申請者らはその会合状態について疑問を持っている。また生体内では

CesAと CesB以外のサブユニットも含まれたより大きな複合体を形成すると考えられており、フル（に

近い）複合体についても電子顕微鏡で構造解析が近年報告されたが、セルロース合成酵素のもつ最も特

徴的な機能である、合成産物であるセルロース高分子の分子鎖を複数本束ねて繊維形態の分子集合体を

作る機能の理解には至っていない。 

 そこで本年度はフル複合体に近い CesABCD 複合体の構造解析へ向けて、その精製実験を行った。発

現条件と精製条件のスクリーニングの結果、CesDにつけた Hisタグをつかって金属アフィニティ精製を

行ったところ、CesDとともに CesA,CesB,CesC タンパク質がともに精製できる条件を見出すに至った。

この条件をベースに今後よりよい精製条件を見出し、構造解析に供することができるタンパク質試料調

製へと展開する。 
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